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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、前期からの円安基調は続いており

ますが、中国の景気減速を受け輸出は減少いたしました。また、個人消費は、雇用・所

得環境は改善したものの消費者物価が上昇し、盛り上がりを欠く展開となりました。 

当社グループの主たる事業である曳船事業を取り巻く状況につきましても、製造業の

海外現地生産化や中国経済の減速で輸出は低迷し、内需も振るわず東京湾への入出港船

舶数は低迷が続いております。 

このような経済環境のなかで、当社グループは総力を上げて業績向上に努めた結果、

売上高は曳船事業の減収が響き 6,295 百万円（前年同期比 0.8％減）となりました。 

利益面では、原油安により燃料費が大幅に減少し、営業利益は 611 百万円（前年同期

比 89.1％増）、経常利益は 793 百万円（前年同期比 63.2％増）となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は、固定資産売却益や関係会社清算益の特別利益が前年同期

に比べ 88 百万円減少しましたが 594 百万円（前年同期比 27.1％増）となりました。  
 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりです。 
 

曳船事業 

曳船事業は、横浜川崎地区における作業対象船舶は、タンカーは増加したものの  

平成 27 年８月からの強制水先制度の規制緩和の影響を受けコンテナ船は減少し、さら

に鉱石船やバルカー船も大型船を中心に減少いたしました。また、燃料油価格の下落に

より燃料油価格調整金の適用水準が下がったこともあり減収となりました。東京地区で

は特別作業の増加で微増となりました。 

横須賀地区では、エスコート対象船舶のコンテナ船、ＬＮＧ船、鉱石船等の入湾数が

減少したことが響き減収となりました。千葉地区では、横浜川崎地区同様に燃料油価格

調整金の適用水準が下がったことに加え、ＬＮＧ船、鉱石船、穀物船等の入港数が減少

し減収となりました。 

その結果、曳船事業セグメントの売上高は 4,454 百万円（前年同期比 2.6％減）とな

りましたが、営業利益は燃料費が大幅に減少したことから 480 百万円（前年同期比

63.9％増）となりました。 
 

旅客船事業 

旅客船事業は、横浜港における観光船部門では、ゴールデンウィークやシルバーウィ

ークが好天に恵まれたことや、レストラン船や観光船での新企画が奏功し増収となりま

した。 

久里浜・金谷間を結ぶカーフェリー部門では、売上高はほぼ横ばいとなりましたが、

燃料油価格の下落に加え平日減便を実施したことで燃料費が減少し増益となりました。 

この結果、旅客船事業セグメントの売上高は 1,431 百万円（前年同期比 5.1％増）と

なり、営業利益は前年同期に比べ 99 百万円増加し 130 百万円（前年同期比 316.0％増）

となりました。 
 

売店・食堂事業 

売店・食堂事業は、売上高は前期並みの 409 百万円（前年同期比 0.2％減）となり、

営業利益も前年同期とほぼ横ばいの 0.3 百万円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ、332 百万円増加し

25,116 百万円となりました。これは主に現金及び預金が 221 百万円増加し、船舶が 106

百万円増加したことによるものです。 

 

負債は、前連結会計年度末に比べ、87 百万円減少し 5,723 百万円となりました。こ

れは主に未払消費税等が 26 百万円減少し、長短借入金の返済が進み 43 百万円減少した

ことによるものです。  

  

純資産は、前連結会計年度末に比べ、420 百万円増加し 19,392 百万円となりました。

これは主に四半期純利益が 647 百万円計上され、剰余金の配当を 218 百万円実施したこ

とによるものです。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より 0.5 ポイント増加し 74.1％となり

ました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、現在までのところ概ね当初予想の範囲内で推移してお

り、通期の連結業績につきましては、平成 27 年５月 15 日に公表いたしました発表数値

から修正しておりません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結

財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業

分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日）等を第１四半

期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２

四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。   
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,178,361 8,399,431

受取手形及び売掛金 2,262,961 2,227,321

商品 19,787 21,719

貯蔵品 85,536 92,093

繰延税金資産 92,572 87,328

その他 371,490 312,940

貸倒引当金 △2,963 △3,375

流動資産合計 11,007,746 11,137,458

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 332,314 321,630

船舶（純額） 5,066,924 5,173,244

土地 1,435,628 1,435,628

その他（純額） 400,329 507,076

有形固定資産合計 7,235,196 7,437,579

無形固定資産 59,176 49,730

投資その他の資産

投資有価証券 1,894,898 1,854,088

関係会社株式 2,488,088 2,570,257

繰延税金資産 113,287 94,431

その他 2,062,627 2,031,970

貸倒引当金 △76,967 △59,167

投資その他の資産合計 6,481,934 6,491,579

固定資産合計 13,776,307 13,978,889

資産合計 24,784,054 25,116,348
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 935,272 914,886

短期借入金 1,577,833 1,570,832

未払法人税等 212,279 211,217

役員賞与引当金 35,000 17,500

賞与引当金 212,073 205,496

その他 215,986 271,016

流動負債合計 3,188,444 3,190,948

固定負債

長期借入金 457,991 421,575

役員退職慰労引当金 421,820 420,315

特別修繕引当金 388,491 368,478

退職給付に係る負債 1,073,765 1,063,674

繰延税金負債 214,192 198,618

資産除去債務 2,978 2,999

負ののれん 43,011 36,931

その他 20,627 19,959

固定負債合計 2,622,877 2,532,553

負債合計 5,811,321 5,723,501

純資産の部

株主資本

資本金 500,500 500,500

資本剰余金 75,357 75,357

利益剰余金 17,226,145 17,602,126

自己株式 △41,657 △42,191

株主資本合計 17,760,344 18,135,791

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 328,095 305,373

為替換算調整勘定 120,003 138,198

退職給付に係る調整累計額 26,098 24,945

その他の包括利益累計額合計 474,197 468,517

非支配株主持分 738,189 788,537

純資産合計 18,972,732 19,392,846

負債純資産合計 24,784,054 25,116,348
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 6,344,342 6,295,209

売上原価 4,981,148 4,699,365

売上総利益 1,363,193 1,595,844

販売費及び一般管理費

販売費 144,610 144,284

一般管理費 895,149 839,852

販売費及び一般管理費合計 1,039,760 984,137

営業利益 323,433 611,707

営業外収益

受取利息 4,440 4,940

受取配当金 16,403 15,370

負ののれん償却額 6,079 6,079

持分法による投資利益 115,671 134,860

その他 35,384 35,782

営業外収益合計 177,980 197,033

営業外費用

支払利息 14,961 14,495

その他 362 738

営業外費用合計 15,324 15,234

経常利益 486,089 793,506

特別利益

固定資産売却益 123,588 86,318

関係会社清算益 51,464 -

特別利益合計 175,052 86,318

税金等調整前四半期純利益 661,141 879,824

法人税、住民税及び事業税 167,213 206,030

法人税等調整額 16,771 25,896

法人税等合計 183,984 231,926

四半期純利益 477,156 647,897

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,215 52,970

親会社株主に帰属する四半期純利益 467,941 594,927
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 477,156 647,897

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,329 △24,002

退職給付に係る調整額 △5,003 △1,152

持分法適用会社に対する持分相当額 △43,439 18,194

その他の包括利益合計 △10,113 △6,960

四半期包括利益 467,042 640,937

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 455,359 589,247

非支配株主に係る四半期包括利益 11,683 51,690
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

　　 　該当事項はありません。

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　 　該当事項はありません。

   （セグメント情報等）

   【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日  至 平成26年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

合計

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 （注）

  売 上 高

 　外部顧客への売上高   4,571,604  1,362,355  410,382    6,344,342  － 6,344,342  

 　セグメント間の内部売上高 1,731      31,227     2,240      35,199     △35,199 －
   又は振替高

計 4,573,335  1,393,583  412,623    6,379,542  △35,199 6,344,342  

   セグメント利益又は損失(△) 293,064    31,485     △1,116 323,433    － 323,433    

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日  至 平成27年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

合計

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 （注）

  売 上 高

 　外部顧客への売上高   4,454,025  1,431,687  409,496    6,295,209  － 6,295,209  

 　セグメント間の内部売上高 2,082      31,084     2,203      35,370     △35,370 －
   又は振替高

計 4,456,108  1,462,772  411,699    6,330,580  △35,370 6,295,209  

   セグメント利益 480,362    130,967    377        611,707    － 611,707    

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

報告セグメント
調整額

報告セグメント
調整額
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